
2021年7月29日

レヴォーグ・WRX・フォレスター・BRZのリコールについて

令和3年7月29日、株式会社SUBARUより、国土交通省にレヴォーグ、WRX、フォレスター、BRZのリコールを届出いたし
ました。

VM4-116257～VM4-126464
6,348

平成30年4月11日～平成31年4月25日
「レヴォーグ」

リ コ ー ル 届 出 番 号

スバル

DBA-VM4

DBA-VMG

DBA-VAG

DBA-SJG

DBA-ZC6 「BRZ」

「WRX」

車　名 型　式 通 称 名
リコール対象車の

車台番号の範囲及び製作期間
リコール対象車の

台数

820

4994 リコール開始日 令和3年 7月 30日

VMG-029539～VMG-032695
1,626

平成30年4月20日～平成30年10月30日

SJG-041355～SJG-042020
666

平成30年4月6日～平成30年11月5日

「フォレスター」

不 具 合 の 部 位 （ 部 品 名 ） 　  燃料装置（燃料ポンプ）

基準不適合状態にあると
認める構造、装置又は性能
の 状 況 及 び そ の 原 因

改 善 措 置 の 内 容

備　考

《 エンジンの不調を感じたら 》
エンジンを始動する時に掛かりにくい、走行中に加速しない、振動するなどのエンジン不調と思われる症状が発生した
場合は、可能な限りお車のご使用を控えていただき、お早めにSUBARU販売店までご連絡下さい。
なお、万が一走行中にエンストが発生した場合は、ただちに車を安全な場所に停めて、非常点滅表示灯（ハザード）を
点滅させてください。特に、高速道路で発生した場合は、周囲の走行車両にご注意いただき、ハザードを点滅させなが
ら、十分な幅のある路肩や路側帯へ車を寄せて停め、同乗者をガードレールの外側などに避難させてから、停止表示
器材（無い場合は発炎筒）を車両後方に置き、運転者の方もガードレールの外側などに避難してください。

※対象車の車台番号及び製作期間の範囲には、対象にならない車両も含まれる場合がありますので、詳しくは最寄りの販売店に
　お問い合わせください。

燃料ポンプのインペラ（樹脂製羽根車）において、成形条件が不適切なため、樹
脂密度が低くなって、燃料により膨潤して変形することがある。そのため、インペ
ラがポンプケースと接触して燃料ポンプが作動不良となり、最悪の場合、走行中
エンストに至るおそれがある。

全車両、低圧燃料ポンプを対策品と交換する。

(計5型式) (計4車種) （計 11,351 台）
平成30年4月6日～平成31年4月25日

(製作期間の全体の範囲)

VAG-027180～VAG-030753
1,891

平成30年4月20日～平成30年10月31日

平成30年4月20日～平成30年6月28日

ZC6-030133～ZC6-032353


	リコール届出書

